






まとめ 

3 年間の本研究期間中、われわれは NICU および未熟県室を退院した低出生体重児(院外出

生)から 2例および当院出生児から 1例の SIDSを経験した。特定集団における発生頻度で

はあるが、それぞれ 200:1 および 4,000:1 の発生率であった。 

周産期班の初期の目的は、発生例から妊娠分娩母体疾患および新生児に関するリスク因子

を抽出することであったが、発生例が少なく不可能であった。 


